
すこやかハート北九州

保健福祉の情報をお伝えします

海峡の友
下関市と北九州市では、市政だよりで 
お互いの情報を交換し掲載しています。

関門連携コーナー みんなで
地方創生

も
っ
と「
住
み
よ
い
ま
ち
・
北
九
州
市
」に

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

みんなで
地方創生

■5

住
む
な
ら
北
九
州 

定
住・移
住
推
進
事
業

　
本
市
へ
の
定
住・移
住
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
、４
月
17
日
か
ら
、

「
住
む
な
ら
北
九
州 

定
住
・
移
住

推
進
事
業
」の
第
１
回
募
集
を
始

め
ま
す
。対
象
者
や
対
象
住
宅
に

は
条
件
が
あ
り
ま
す
。契
約
前
に

＃
が
必
要
で
す
。

◆
賃
貸
に
関
す
る
補
助

＊
子
育
て
・
転
入
応
援
メ
ニュ
ー

　
市
外
か
ら
転
入
す
る
若
年
世
帯

が
街
な
か
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
賃

借
す
る
費
用
の一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
額　
家
賃
２
カ
月
分（
上
限

20
万
円
）。夫
婦
共
に
市
外
に
居
住

し
て
い
る
新
婚
世
帯
か
、子
ど
も

が
３
人
以
上
の
多
子
世
帯
は
家
賃

１
カ
月
分
の
割
り
増
し
補
助
あ
り

（
上
限
10
万
円
）。

●
募
集
戸
数　
先
着
20
戸

＊
新
生
活
応
援
メ
ニュ
ー

　
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン
応
援
企
業
等
に
就

職
す
る
新
卒
者
な
ど
が
、街
な
か

の
民
間
賃
貸
住
宅
に
転
居
す
る
費

用
の一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
額　
家
賃
２
カ
月
分（
上
限

10
万
円
）。

●
募
集
戸
数　
先
着
10
戸

◆
持
ち
家
に
関
す
る
補
助

＊
定
住・移
住
促
進
支
援
メ
ニュ
ー

　
市
内
に
転
入
す
る
人
や
、市
外

に
勤
務
す
る
市
内
居
住
の
新
婚
世

帯
な
ど
が
街
な
か
の
住
宅
を
取
得

す
る
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
額　
対
象
と
な
る
世
帯

人
員
１
人
に
つ
き
、15
万
円（
上
限

50
万
円
）。

●
募
集
戸
数　
先
着
30
戸（
移
住

27
戸
、市
内
の
新
婚
世
帯
定
住
３

戸
）

　
♥
北
九
州
市
住
宅
供
給
公
社
事

業
課
☎
５
３
１・３
０
８
３
へ
。

◆
社
宅
に
関
す
る
補
助

＊
社
宅
建
設
支
援
メ
ニュ
ー

　
市
外
か
ら
転
入
す
る
従
業
員
や
、

市
内
等
に
新
設
し
た
事
業
所
な
ど

の
新
規
雇
用
者
の
た
め
、市
内
に
社

宅
を
建
設
す
る
企
業
に
対
し
、費
用

の一
部
を
補
助
し
ま
す
。
♥
が
必
要
。

　
♥
建
築
都
市
局
住
宅
計
画
課
☎

５
８
２・２
５
９
２
へ
。

しものせき海峡まつり

　5月2日㈫～4日㈷、下関市唐戸地区周辺で
歴史情緒あふれる催しを行います。主な内容
は ▼平家一門追悼祭など＝2日、赤間神宮で 

▼先帝祭、上ろう道中、武者行列、源平船合戦
など＝3日㈷、赤間神宮などで　 ▼巌流島フェ
スティバル＝4日、巌流島で。♦詳細は下関
市観光政策課☎〈083〉231・1350へ。

民
生
委
員
制
度
創
設
１
０
０
周
年

民
生
委
員・児
童
委
員
、主
任

児
童
委
員
と
は

　
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。給
与
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん（
任
期
は
３
年
、

再
任
可
）。民
生
委
員
・
児
童
委
員

制
度
は
全
国
統一の
制
度
で
、全
て

の
市
町
村
に
お
い
て
一
定
の
基
準

に
従
い
そ
の
定
数
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、全
国
で
約
23
万
人
、市
内
で

は
１
５
８
２
人
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
民
生
委
員
は
児
童
委
員
も
兼
ね

て
い
ま
す
。主
任
児
童
委
員
は
、主

に
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
の
相
談

に
応
じ
、さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

　
特
に
福
祉（
高
齢
者
、障
害
者
、

子
ど
も
な
ど
）の
分
野
で
相
談
に

対
応
し
、助
言
、援
助
、必
要
な
情

報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。地
域

住
民
が
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
と
の

「
つ
な
ぎ
役
」と
な
り
、地
域
を
見

守
って
い
ま
す
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
は
、個
人
情
報
を

適
切
に
保
護
し
な
が
ら
区
役
所
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。法
律
に
よ
り
秘

密
を
守
る「
守
秘
義
務
」が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、相
談
内
容
が

他
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

1
0
0
周
年
を
迎
え
て

　

民
生
委
員
制

度
は
、大
正
６
年

に
岡
山
県
で
誕

生
し
た「
済
世
顧

問
制
度
」が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。翌
大
正
７
年
に
は
大
阪
府
で

「
方
面
委
員
制
度
」が
発
足
し
、昭

和
３
年
に
は
全
国
に
普
及
し
ま
し

た
。戦
後（
昭
和
21
年
）、民
生
委
員

令
の
公
布
に
よ
り
名
称
が
現
在
の

「
民
生
委
員
」に
改
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
民
生
委
員
制
度
は
、今
年
、済
世

顧
問
制
度
創
設
か
ら
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
す
。北
九
州
市
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、こ
の

大
き
な
節
目
を
契
機
と
し
て
、民

生
委
員
活
動
を
広
く
市
民
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、９
〜
10
月
に
各

区
で
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
最
も
身
近
な

相
談
相
手
と
し
て
、地
域
に
根
ざ

し
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
♥
各
区
役
所
保
健
福
祉
相
談
コ

ー
ナ
ー
へ
。

1
歳
6
カ
月
児
・
3
歳
児
歯
科

健
診（
無
料
）を
受
け
ま
し
ょ
う

　
こ
の
頃
は
乳
歯
の
数
が
増
え

「
食
べ
る
・
話
す
・
笑
う
・
泣
く（
感

情
を
表
す
）」な
ど
口
の
働
き
を
育

て
る
上
で
と
て
も
重
要
な
時
期
で

す
。子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
口
の
チ
ェッ
ク
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

1
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診
と
合
わ

せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

フ
ッ
化
物
塗
布（
無
料
）

親
子
歯
科
健
診（
有
料
）

3
歳
児
フ
ッ
化
物
塗
布
の
お
知
ら
せ

　
４
月
以
降
3
歳
に
な
る
子
ど
も

に
つ
い
て
、３
歳
児
歯
科
健
診
時
に

虫
歯
予
防
に
効
果
的
な
フ
ッ
化
物

塗
布
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。受
診
す
る
に
は
、

市
か
ら
個
別
に
送
付
さ
れ
る
３
歳

児
フ
ッ
化
物
塗
布
受
診
票
が
必
要

で
す
。

市
内
の
登
録
医
療
機
関
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す

　
１
歳
６
カ
月
児
・
３
歳
児
歯
科

健
診
等
は
市
内
の
登
録
医
療
機
関

で
受
診
で
き
ま
す
。登
録
医
療
機

関
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ア
ド
レ

ス
は
表
紙
参
照
）か
ら
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。受
診
す
る
に
は
、母

子
健
康
手
帳
が
必
要
で
す
。

　
♥
保
健
福
祉
局
健
康
推
進
課
☎

５
８
２・２
０
１
８
へ
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

1
歳
6
カ
月
児・3
歳
児
歯
科
健
診


